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■ファミレスやファーストフードの店
員の今日日の接客を揶揄した，噺家，
桂文珍の「マニュアル時代」を聞く
と，そうそうと大笑いしてしまいま
す。あのしゃべり口調や日本語の持つ
おかしさは別として，マニュアルどお
りにしか対応できないことで生じる不
条理は，状況をみず，何が問題になっ
ているかを考えることなくマニュアル
を無理やり押し通すことから生まれる
滑稽さ。
　この不条理，何もファミレスのアル
バイト店員に限った話ではないようで
す。目の前の患者にまず何をすべき
か，医療の現場にもマニュアルやガイ
ドラインといったものが多数存在しま
す。で，ある研修病院のマニュアルが
ベストセラーになっていますが，当の
研修病院の人たちは「役に立つので
しょうか」と不思議がっておりまし
た。問題は，そうしたマニュアルが生
まれてきた下地を考えることなく無批
判に受け入れるということ。
　Intensivist は，グローバルスタン
ダードに基づいた集中治療を目指す雑
誌。もちろん，欧米至上主義を謳うの
ではなく，考える“場”を提供しよう
というもの。そこでは，一方向性の情
報提供ではなく，双方向性の議論が重
要となります。皆様の“参加”をお待
ちしております。
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特集：Sepsis
Sepsis：敗血症性ショックは，多臓器不全の原因の大きな一因となります。その死亡率は，
現在のテクノロジーをもってしても著名な改善はみられていないというのが現状。そうしたこ
とからも，集中治療領域では日常茶飯時に経験する敗血症性ショックは，重要な研究テーマで
す。本特集では，現在敗血症はどこまで解明されているかを把握し，次なるステップに向かう
ために鳥瞰していこうと考えています。

  1. Sepsisの定義� 聖マリアンナ医科大学 救急医学　藤谷 茂樹・森澤 健一郎

  2. Surviving Sepsis Campaign 2008のサマリーと主な変更点 
� 東京大学医学部附属病院 救急部集中治療部　山口 大介・矢作 直樹

  3. 病態生理総論� 京都大学大学院 医学研究科 初期診療・救急医学分野　松田 直之

  4. 病態生理各論 
	 （1）Genetics and severe sepsis� 京都第一赤十字病院 麻酔科　佐和 貞治 

	 （2）炎症の制御はどのように行われるか（Th1/Th2）� 京都第一赤十字病院 麻酔科　佐和 貞治 

	 （3）TLR2とTLR4の役割� 大阪大学 微生物研究所　熊谷 雄太郎・審良 静夫 

	 （4）HMGB1の役割� 信州大学大学院 医学系研究科 循環器病態学分野　高橋 将文 

	 （5）NOとsevere sepsis� 東京大学医学部 麻酔科　張　 京浩 

  5. 疫学的アプローチ� 国立感染症研究所 細菌第二部　山根 一和

  6. 末梢循環不全とearly goal-directed therapy� 聖マリアンナ医科大学 救急医学　平　 泰彦

  7. DIC，MOF （凝固機能障害）� 自治医科大学附属さいたま医療センター 麻酔科・集中治療部　讃井 將満

  8. 薬物治療（IVIG, ステロイド，スタチン）� 聖マリアンナ医科大学 救急医学　藤谷 茂樹・柳井 真知

  9. 薬物治療（輸液製剤，輸血，血糖コントロール）� 松江赤十字病院 麻酔科・集中治療室　橋本 圭司

10. 抗菌薬治療と感染源コントロール � University of Queensland, Center for Clinical Research　林　 淑朗

11. 見落とされやすいSepsis（画像診断モダリティ）� 聖マリアンナ医科大学 救急医学　松本 純一

12. モニタリング（PA cath, echocardiogram，pre-sep catheter）と昇圧薬 
� 東京女子医科大学 麻酔科学教室　小谷 　透・佐藤 庸子

13. サイトカイン吸着（PMX，CRRTの是非）� 和歌山県立医科大学 救急・集中治療部　中　 敏夫

14. 小児のSepsis� 京都府立医科大学附属病院 集中治療部　志馬 伸朗

15. Sepsisにおける栄養管理� 沖縄県立八重山病院 外科　松浦 謙二

※誌面の都合により，内容が変わることがあります。
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